
あいとぴあ臼田デイサービスセンター

①事業所の

しつらえ、環境

②事業所と地域

のかかわり

③地域に出向いて

支える取組み

意見交換及び評価表の記入 意見交換の説明および今後の方向性

・年間公用車の修繕は除いて３０万円程度しているが、間に
合わない事が多い。➡先を見越した予算を立てるようにした
い。

・修繕については予算化しているのか。

・市からの対応はないため、２４時間テレビや財団法人など
の申請をしているがなかなか難しい。
・走行中にエンジンが止まることは無いが、リフトの車など
はリフトが動かなくなったりすることはあった。
➡社協全体で公用車の購入を計画しています。なるべく大き
な故障に繋がらないように点検や修繕を心がけて行きます。

・公用車は市からの対応はあるのか。定期点
検などは行っているとは思うが、やはり車は
人の命を預かっているので購入を検討してほ
しい。
・車が途中で止まった事は無いのか。

・施設内を見学し浴室が滑りやすいと思う
が。

・福祉体験学習への取り組みは大変良い
と思いますので継続してほしい。
今回は臼田中学と浅科中学へ出向いたよ
うだが、可能であれば他の地域へも平等
に回った方が良いと思う。一度そのよう
な活動をすることにより、毎回声がか
かったりする。

・福祉体験等に出たことの活動も「デイ
サービス便り」で報告しても良いと思
う。地域への透明性という観点で良いの
ではないか。

認知症対応型通所介護サービス評価表

運営推進委員氏名

サービス評価年月日 2022/11/24

項　　目 事業所現況報告について

・必ず職員が付き添いをして入浴介助しています。利用者人
数にもよるが、一般浴槽は職員3名で対応しています。また
滑りやすい部分に滑り予防マットを敷いています。

評価

・平成13年7月より使用させて頂き、築21年経
過している建物であり老朽化がみられていま
す。施設修繕については市と相談して進めてい
ます。昨年度はじゅうたんの傷みが激しく認知
症対応のフロアは全て修繕して頂きました。
・施設内の設備や公用車の点検を定期的に行い
不具合箇所があれば、早めの修理が出来る様に
予算化しています。

□良い
（３名）

□おおよそ良い
（２名）

□改善が必要

・平成31年1月までは、地域で活躍されている
ボランテイアさん、看護学生の実習の受け入れ
をしておりましたが、その後は新型コロナウイ
ルスの影響もあり、感染予防の観点から外部か
らの方の出入りを制限しています。（佐久圏域
感染警戒レベル３までは受け入れ可能）今年は
全く受け入れられない状況にあります。
・地域やケアマネ事業所への施設のアピールに
ついては現在毎月の実績報告と一緒にお便りを
配布させて頂いています。
・昨年4月より開所した「佐久市社協多機能型
事業所くれよん」でアルミ缶回収を行ってお
り、当利用者さんにも声をかけさせて頂き、ポ
イント制で地域に社会貢献が出来る仕組みを始
めました。

□良い
（４名）
□おおよそ良い
（１名）
　
□改善が必要

・中学校等に出向き福祉体験学習の場で認知症
についての理解を深めていただくための講演を
行っています。今年度は臼田中学と浅科中学の
福祉体験学習の場に伺わせて頂きました。

□良い
（４名）
□おおよそ良い
（１名）
□改善が必要

・地域のこれからの担い手である子供さんから教育し
ていくことが大変重要であると考えています。
　佐久市社協の基本理念に掲げている「共に支え合う
人づくり」「安心して暮せる地域づくり」「生涯にわ
たる心とからだの健康づくり」を目指し、皆で支え合
える地域を作り上げていけるよう活動していきたいと
考えています。
・活動内容は機関誌「ぴーぷる」や「デイサービス便
り」には載せていきます。またそれ以外にも皆さんの
目に触れていただけるよう考えていきたいと思いま
す。



④運営推進会議

を活かした取組

・事業所内の避難訓練を実施

⑤事業所の防災

対策、感染予防

食中毒予防対策

⑥ヒヤリ・ハット

事故の再発防止

対策

　 

⑦その他

改善要望 改善要望項　　目 事業所現況報告について 評価

・運営推進会議での意見や要望を取り入れて、
施設のサービスの質の向上や地域との連携を
図っていきたいと考えています。

□良い
（３名）
□おおよそ良い
（２名）
□改善が必要

□良い
（４名）

□おおよそ良い
（１名）

□改善が必要

　年２回（令和4年9月実施、次回　令和5年３月予定）

・ヒヤリ・ハット用紙に記載し、職員会議にて
検討し注意喚起している。

・事故に対しては報告書にて上層部まで報告を
し対応していく。

・利用者家族より・・・お便りがきた
が、自分の家が該当しているのかよくわ
からず不安になったので、もう少し具体
的に書いてほしい。

・お便りについては大変申し訳ありませんでした。利
用者同士の物のやり取りについてお願いの文章でした
が、やり取りをされていらっしゃる方が多く、皆さん
にお願いとして出したところであります。
認知症の方はご本人にお聞きしても確認できないこと
もありますので、今後はより具体的な文章を心がけて
いきます。

・台風などの時の利用者への連絡につい
てどのようにしているか。

・台風時は、社協局長の指示のもと事業所の避難確保
計画に基づいて防災体制を検討します。利用者への連
絡についてはできるだけ前もって行なうようにしてい
ます。

・コロナ対策として、検温、マスク着用、施設
内の換気、消毒等の実施をしております。

・感染症や食中毒予防の研修会に参加。今年１
月に佐久病院の感染症認定看護師さんにお越し
いただき勉強会を開きました。

・コロナ感染時の休みについてはどう
なっているか。

・新型コロナウイルスの自宅療養期間は現在7日であ
りますが、家族関係でその後に陽性者が出た場合は濃
厚接触者扱いで、その日を0日として5日間延長で休ん
で頂いています。
・現在当施設では、普段会わない方との会食等があっ
た場合は1週間お休み頂くか、コロナの検査で陰性を
確認した上で通所していただくと、文書にて通知して
います。

□良い
（４名）
□おおよそ良い
（４名）
□改善が必要


